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ユーザガイド

概要

Cisco UC Integration for Microsoft Lync にようこそ。 このアプリケーションは、Cisco Unified Communications の広範な機

能セットへのアクセスを提供することにより、Microsoft Lync のプレゼンスとインスタント メッセージの機能を拡張し

ます。 以下が可能になります。

• Cisco Unified Communications Manager によるボイスおよびビデオ コールの発信と受信。

• Microsoft Lync から直接、ドラッグ アンド ドロップおよび右クリックしてコールを発信。

• Microsoft Lync でのインスタント メッセージとプレゼンス統合。

• 通話中の消音、保留、転送。

• ソフトフォンまたはデスクフォンのモード選択。

• 不在着信、発信、着信のコミュニケーション履歴。

• 着信の音声通知および視覚的な通知。

• アドホック会議。

• ビジュアル ボイスメール。

• Internet Explorer、Microsoft Outlook、その他の Microsoft Office アプリケーションからの Click to Call。

• Cisco WebEx ミーティングを開始。

• サービス検出。

コール

ドックウィンドウからの通話

手順

ステップ 1 ドッキング可能なウィンドウを選択します。

ステップ 2 検索ボックスで連絡先の名前の入力を開始します。

ステップ 3 検索結果から該当する連絡先を選択します。

ステップ 4 電話番号の横にある通話アイコンを使って通話します。
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通話履歴からの通話

手順

ステップ 1 ドッキング可能なウィンドウを選択します。

ステップ 2 [履歴] アイコンを選択します。

ハブウィンドウが開きます。

ステップ 3 リストから電話番号を選択します。

ステップ 4 電話番号の横にある通話アイコンを使って通話します。

連絡先のドラッグアンドドロップ

Microsoft Lync の連絡先をドラッグ アンド ドロップして通話を開始できます。

手順

ステップ 1 Microsoft Lync で連絡先を選択します。

ステップ 2 ドッキング可能なウィンドウに連絡先をドラッグ アンド ドロップします。

連絡先にコールが発信されます。

ビデオでの通話の開始

手順

ステップ 1 ハブウィンドウで、[ファイル] > [オプション] を選択します。

ステップ 2 [コール] タブを選択します。

ステップ 3 [常にビデオで通話を開始] を選択します。

ステップ 4 [適用] を選択します。

デフォルト番号での通話の開始

Microsoft Lync から通話を開始するときに連絡先のデフォルト番号を使えます。
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手順

ステップ 1 ハブウィンドウで、[ファイル] > [オプション] を選択します。

ステップ 2 [コール] タブを選択します。

ステップ 3 [デフォルトの番号にコールする] を選択します。

ステップ 4 [適用] を選択します。

希望する電話機の選択

手順

ステップ 1 ハブウィンドウで、[電話コントロール] ドロップダウンメニューを開きます。

ステップ 2 希望する電話機を選択します。

通話情報ウィンドウを表示

接続された着信コールの連絡先や他の情報を表示することができます。 これらの情報ウィンドウは、コールが接続さ

れた後、Microsoft Internet Explorer の新しいタブまたはウィンドウに表示されます。

手順

ステップ 1 ハブウィンドウで、[ファイル] > [オプション] を選択します。

ステップ 2 [コール] タブを選択します。

ステップ 3 [コール応答時に情報を表示] を選択します。

ステップ 4 [適用] を選択します。

ボイスメッセージの確認

手順

ステップ 1 ハブウィンドウでボイス メッセージのタブを選択します。

ステップ 2 再生するメッセージを選択して、ボイス メッセージを聞くことができます。
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メッセージを削除するには、メッセージを右クリックして [削除] を選択します。

Click to Call

Microsoft Outlook からの通話

手順

ステップ 1 受信トレイでメールを選択します。

ステップ 2 次のいずれかのオプションを使用して、通話を作成できます。

• リボン メニューで、[_sender_nameに発信] を選択します。

• リボンメニューで、[受信者]ドロップダウンリストを選択します。通話する受信者を選択します。

Microsoft Office アプリケーションからの通話

手順

ステップ 1 現在のドキュメントで電話番号を強調表示します。

ステップ 2 次のいずれかのオプションを使用して、通話を開始します。

• リボン メニューで、次のいずれかを選択します。

◦ コール

◦ [編集してコール] - 通話する前に電話番号を編集できます。

• Microsoft Word または Microsoft Excel では、右クリックして次のいずれかのメニュー オプションを

選択できます。

◦ コール

◦ [編集してコール] - 通話する前に電話番号を編集できます。
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Internet Explorer からの通話

手順

ステップ 1 Internet Explorer の Web ページで電話番号をハイライトします。

ステップ 2 右クリックして次のいずれかを選択します。

• コール

• [編集してコール] - 通話する前に電話番号を編集できます。

チャットの開始

Microsoft Lync のチャット セッションは Cisco UC Integration for Microsoft Lync から開始できます。

はじめる前に

この機能は、Microsoft Lync 2010 または Microsoft Lync 2013 でのみ利用できます。

Microsoft Lync が起動していない場合、またはユーザがログインしていない場合はこの機能は利用できません。

手順

ステップ 1 Cisco UC Integration for Microsoft Lync の検索結果、通話履歴のタブ、またはボイスメールのタブで、連

絡先を右クリックします。

ステップ 2 [チャット] を選択します。

WebEx ミーティングの作成

手順

ステップ 1 次のいずれかから 1 つまたは複数の連絡先を選択します。

• Microsoft Lync 連絡先リスト

• 通話履歴リスト

• ボイスメール
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• 検索結果

ステップ 2 右クリックして [インスタントWebExミーティング] を選択します。

カスタマイズ

オーディオデバイスの選択

手順

ステップ 1 ハブウィンドウで、[ファイル] > [オプション] を選択します。

[オプション] ウィンドウが開きます。

ステップ 2 [音声] タブを選択します。

ステップ 3 スピーカー、マイク、呼出音/アラートのオプションを選択します。

ステップ 4 [適用] を選択します。

オーディオデバイスの整列

複数のオーディオ デバイスがある場合、それらに優先順位を付けることができます。

手順

ステップ 1 ハブウィンドウで、[ファイル] > [オプション] を選択します。

ステップ 2 [詳細] を選択します。

ステップ 3 オーディオ デバイスを選択し、上下の矢印を使用して優先順位を設定します。

ビデオデバイスの選択

手順

ステップ 1 ハブウィンドウで、[ファイル] > [オプション] を選択します。
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[オプション] ウィンドウが開きます。

ステップ 2 [ビデオ] タブを選択します。

ステップ 3 カメラを選択します。

ステップ 4 [適用] を選択します。

ビデオデバイスの整列

複数のビデオ デバイスがある場合、それらに優先順位を付けることができます。

手順

ステップ 1 [ファイル] > [オプション] を選択します。

ステップ 2 [ビデオ] タブを選択し、[詳細] を選択します。

ステップ 3 カメラを選択し、上下の矢印を使用して優先順位を設定します。

電話アカウントの追加

手順

ステップ 1 [ファイル] > [オプション] を選択します。

ステップ 2 [電話アカウント] を選択します。

ステップ 3 （任意） [詳細] を選択して、Cisco Unity Connection サーバ情報を入力します。

ステップ 4 Cisco Unity Connection アカウントのユーザ名とパスワードを入力します。
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ミーティングアカウントの追加

手順

ステップ 1 [ファイル] > [オプション] を選択します。

ステップ 2 [ミーティング] タブを選択します。

ステップ 3 [アカウントの編集] を選択します。

ステップ 4 [WebEx サイト] ドロップダウン リストから [新しいサイト] を選択します。

ステップ 5 サイトを入力して、提供されているフィールドにユーザ名とパスワードを関連づけます。

ステップ 6 [OK] を選択します。

カレンダーの統合

手順

ステップ 1 [ファイル] > [オプション] を選択します。

ステップ 2 [統合] タブを選択します。

ステップ 3 アプリケーションと統合するカレンダーを選択します。

アクセシビリティ

キーボードショートカット

グローバルショートカット

キーボードのショートカット動作

Ctrl+Shift+?ドックウィンドウへのアクセス

ドックウィンドウを表示するには：ヒント

1 ハブウィンドウを開きます。

2 [表示] > [ドックウィンドウを表示] を選択

します。
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キーボードのショートカット動作

[メニュー] キー

Shift+F10

コンテキスト メニューを開く

着信コール

キーボードのショートカット動作

Ctrl+Lコールに応答する

Ctrl+Dコールを拒否する

Ctrl+Rチャットでコールに応答する

アクティブコール

キーボードのショートカット動作

Ctrl+Kコールの終了

Ctrl+Shift+F全画面表示モードのオンとオフを切り替える

Ctrl+Shift+Bセルフビュー ビデオを表示または非表示にする

Ctrl+下矢印オーディオをミュートまたはミュート解除する

Ctrl+Shift+Vビデオを開始または停止する

Ctrl+Alt+Pコール ウィンドウをドッキングまたはドッキング解除

する

Ctrl+Shift+Hコールを保留または再開する

Ctrl+Shift+K

キーボードでキーパッドの数字を入力しま

す。

ヒント

キーパッドを開くまたは閉じる

Ctrl+Shift+上矢印音量を上げる

Ctrl+Shift+下矢印音量を下げる

Ctrl+Shift+プラス詳細なメニューを開くか閉じる

Ctrl+Mコールが保留中のときに [マージ] メニューを開く
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キーボードのショートカット動作

Ctrl+Shift+Tコールを転送する

Ctrl+Shift+C電話会議を開始する

Ctrl+Shift+S通話に関する統計の表示

フォントのスムージング

Cisco UC Integration for Microsoft Lync のインストールと構成を行う管理者は、フォントのスムージングの方法を制御で

きます。

ForceFontSmoothingパラメータでは、クライアントまたはオペレーティング システムによってテキストへのアンチエイ

リアスが適用されるかどうかを指定します。 デフォルトでは、テキストをスムーズにするためのアンチエイリアスが

クライアントによって適用されます。

オペレーティングシステムでテキストにアンチエイリアスを適用する場合は、クライアント設定のForceFontSmoothing
パラメータを次のように設定します。
<Policies>
<ForceFontSmoothing>false</ForceFontSmoothing>

</Policies>

トラブルシューティング

プレゼンスの動作

コールに Cisco UC Integration for Microsoft Lync を使用した場合に Microsoft Lync で予期されるプレゼンスの動作

デスクフォンをマ

ウスで動かすか、

アイドルから戻る

デスクフォンを使

用したコールを終

了すると、ステー

タスは次に変更さ

れます。

ソフトフォンを使

用したコールを終

了すると、ステー

タスは次に変更さ

れます。

デスクフォンを使

用したコールで

は、ステータスは

次に変更されま

す。

ソフトフォン

を使用した

コールでは、

ステータスは

次に変更され

ます。

Microsoft
Lync での初

期プレゼンス

ステータス

X応答可能応答可能通話中通話中/カスタ

ム

応答可能

応答可能非アクティブ/アイ

ドル

応答可能通話中/カスタム通話中/カスタ

ム

非アクティ

ブ/アイドル
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応答可能退席中/アイドル応答可能退席中/アイドル通話中/カスタ

ム

退席中/アイ

ドル

X一時退席中/手動一時退席中/手動一時退席中/手動一時退席中/手
動

一時退席中/
手動

X仕事時間外/手動仕事時間外/手動仕事時間外/手動仕事時間外/手
動

仕事時間外/
手動

X退席中に表示/手動退席中に表示/手動退席中に表示/手動退席中に表示/
手動

退席中に表

示/手動

X応答可能応答可能通話中/カスタム通話中/カスタ

ム

ビジー/手動

応答可能ビジーアイドル（5
分） - ビジー

応答可能ビジーアイドル（5
分） - ビジー

通話中/カスタ

ム

ビジー アイ

ドル（5 分）

- ビジー

応答可能ビジー アイドル

（10 分） - 退席中

応答可能ビジー アイドル

（10 分） - 退席中

通話中/カスタ

ム

ビジー アイ

ドル（10
分） - 退席中

X応答可能応答可能通話中/手動通話中/手動通話中/手動

X応答不可/手動応答不可/手動応答不可/手動応答不可/手動応答不可/手
動

この表は、コールに Cisco UC Integration for Microsoft Lync を使用した場合に Microsoft Lync で予期される動作を示して

います。
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非アクティブ状態でソフトフォンとデスクフォンを使用した場合で動作が異なるのは、マシン

が非アクティブの状態でユーザがソフトフォンを使って応答すると、マシンがすぐにアクティ

ブになるためです。

（注）

プレゼンスの問題

プレゼンスが [通話中] ではなく [ビジー] を表示する

問題の説明：アクティブなコールを実行しているとき、[通話中] ではなく、[ビジー] が表示されます。

解決策：Cisco UC Integration for Microsoft Lync では、[通話中] のカスタム プレゼンス xml ファイルを提供しています。

レジストリ キーの設定に関する詳細については、『Cisco UC Integration for Microsoft Lync 10.6 Administration Guide』の

「Custom Presence Status」を参照してください。

プレゼンスの表示が予定どおりに変更されない

問題の説明：アクティブなコールを実行しているとき、Cisco UC Integration for Microsoft Lync がステータスを変更しま

せん。

解決策：Cisco UC Integration for Microsoft Lync は特定のシナリオでステータスを変更します。詳細については、「プレ

ゼンスの動作」の項を参照してください。

プレゼンスが [ミーティング中] を表示しない

問題の説明：ミーティングが始まり、ミーティングのタブにミーティングが表示されているのに、プレゼンスが変更さ

れません。

解決策：[ミーティング中] へのプレゼンスの変更は、Microsoft Lync が制御します。 次の点を確認します。

• Microsoft Lync が Microsoft Lync サーバに接続されていること。

• Exchange Web Service (EWS) が Lync に導入されていること。

• 次の Microsoft Lync サーバ パラメータの値を確認します。

• CalendarStatePublicationInterval

• WebServicePollInterval

詳細については、Microsoft Lync のマニュアルを参照してください。

プレゼンスが変更されない

問題の説明：デスクフォンを使ってコールを発信すると、プレゼンスが変更されません。

解決策：デスクフォンを使う場合、コンピュータがアイドル状態になっている可能性があります。 ステータスやプレ

ゼンスの詳細については、「プレゼンスの動作」の項を参照してください。
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通話中およびミーティング中に表示されるプレゼンス

問題の説明：電話中およびミーティング中の場合、表示されるプレゼンスは何でしょうか。

解決策：Cisco UC Integration for Microsoft Lync では、[ミーティング中]、[通話中]、および [ビジー] のプレゼンス ステー

タスは、どれも同じ優先度を持っており、Microsoft Lync では同じように扱われます。 最後に設定されたプレゼンス

が、最後に表示されます。

手動でのプレゼンスのオーバーライド

問題の説明：手動でプレゼンスを [退席中] に変更すると、コールを実行しても [通話中] に変わりません。手動でプレ

ゼンスを [ビジー] に変更すると、コールを実行したときにステータスは [通話中] に変わります。

解決策：Cisco UC Integration for Microsoft Lync では、[退席中] プレゼンス ステータスは、[ミーティング中]、[通話中]、
および [ビジー] のプレゼンス ステータスよりも優先度が高くなります。
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